
渡し場かもめ会
代表　尾崎稔彦

高浜の防災を考える市民の会
代表　杉浦秀敏

“昭和”で元気になる会
代表　小西由香里

高
ま
浜
ち
づくり市民会議
代表　鈴木康博

「美しい海をふたたび」事業
335,000円

海の環境保全と地域文化の
次世代継承をめざす。

子ども防災リーダー養
成事業

531,299円
高浜市の将来を担う子どもた
ち（小学４～６年生）を子ども
防災リーダーに養成する。

高浜中学生防災・減災
アカデミー事業

531,299円
常に地元で活躍している中学
生を防災リーダー上級者とし
て養成する。

“昭和”で元気になる事業
88,000円

回想法による高齢者の閉じこ
もり防止や地域からの孤立防
止および介護予防を行う。

次世代を担うこども若者
の成長応援事業

800,000円
将来のタカハマを担う人材を
応援・育成する。

港小学校区 吉浜小学校区 翼小学校区 高取小学校区 高浜小学校区
◇高浜南部まちづくり協
議会活動事業

◇おやじの会ふれあい
事業

◇市内緊急時メール連
絡システム運用事業

3,107,238円

◇吉浜まちづくり協議会
活動事業

◇人形小路の賑わい創
出事業

9,192,030円

◇翼まちづくり協議会活
動事業

◇湯山公園づくりと健康
増進体力向上事業

ルフ大会
◇ふれあい交流事業など

3,439,327円

◇高取まちづくり協議会
活動事業

4,842,077円

◇高浜まちづくり協議会
活動事業

◇３世代交流事業
5,133,474円

海岸清掃 昭和で元気になるカフェ タカハマ物語3お披露目会

健康体操 コグニサイズ体操 防災講話食育事業 大山緑地ゴミ拾い

市民予算枠事業
　市民の皆さんが、自分たちの住む地域の「どうしよう？」を解決し、「こうしたい！」を実現するため、さまざまな事業
を行いました。（コロナ禍により中止された事業は含まれていません。）

令和２年度の実績をお知らせします

　まちづくり協議会とその構成団体が主体となり、地域の長所や課題をふまえ地域をよ
くするために、小学校区単位で取りまとめた提案事業を実施しました。地域一括交付型

　まちづくりのパートナーとして登録した団体が、市内全体の利益や課題解決のために提
案した事業を実施しました。協働推進型

コロナ禍により講座ができなくなったため、スキル
アップ研修をオンラインにより実施しました。

会議内容など
詳しくはこちら

市民会議メンバーは
随時募集しています。

こちらより入力フォームへ

問合せ先　市総合政策グループ　☎52-1111（内線365・332）　Eメール　seisaku@city.takahama.lg.jp
　　　　　市公式ホームページ　https://www.city.takahama.lg.jp

高浜市の未来を描く市民会議　■第３回　５月２２日

　市では、「第７次高浜市総合計画」（計画期間：令和５年度～１４年度）の策定作業を進めています。ワーキング
グループ「高浜市の未来を描く市民会議」の内容をお知らせします。

　第３回は、『将来都市像＝「まちづくりの合言葉」』について
話し合いました。10代の方や外国籍の方などさまざまなメ
ンバーで、ワークショップを実施しました。【みんなが思う理
想の高浜市】や【理想の高浜市に近づくために必要なこと】
について考え、会場内のさまざまな意見に触れながら、たく
さんの理想の姿や、「こんなことをやっていけるとよいよね」
といった意見がたくさん出ました。最後には、【Ｍｙ Ｂｅｓｔ 「合言葉」を絞り出そう！】というワークショップを実施し、参加者
の皆さんが、思い思いに「まちづくりの合言葉」を生み出しました。
　今後は、市民会議の皆さんが10年後の理想の高浜市を思い描きながら考えた「キーワード」を材料に公募した「まち

づくりの合言葉」候補に対し、多くの市民の方に投票いただく予定です。その後、「まちづ
くりの合言葉」は、総合計画審議会にて決定していきます。

第７次高浜市総合計画策定作業中です

当日の
ようす
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